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　令和8年度定時総会が、6月11日 ( 木 ) 午前10時から市
原市市民会館において開催されました。
　当日は、小出譲治市原市長、保健福祉部梅津部長、高
齢者支援課の職員をお迎えし、祝辞を頂きました。
　議決権を有する会員532名のうち、出席会員27名、委
任状又は議決権行使書の提出361名により、「第1号議案
令和7年度収支決算報告の承認について」及び「第2号議
案 役員の選任について」を審議するとともに監査報告を

受け、賛成多数で原案通り可決されました。また、「令
和7年度収支補正予算」、「令和7年度事業報告」、「令和8
年度事業計画」「令和8年度収支予算」の4件について報告
が行われました。
　総会に先立ち会員表彰が行われ、6名の会員に賞状を
授与し、当日欠席した17名の授彰者には、後日直接表
彰状を手渡しました。　

授彰者 （敬称略）
会員表彰 ２３名
 ・正会員のうち、会員として永年にわたり、センターの振興 ･ 発展に寄与し、その業績が顕著であり、会員とし

ての在籍期間が10年を迎えた者、または会員としての在籍期間が５年を迎え、満80歳に達している者

南部　忠義（西五所）　　　堂端　文雄（加茂）　　　　小野　孝一（西国吉）　　　今井　　弘（永吉）
石井　和美（西広）　　　　氷海　文夫（菊間）　　　　笹木　　区（泉台）　　　　木村　　守（中）
石井　　勇（飯沼）　　　　亀井　康雄（中高根）　　　秋葉　　重（下矢田）　　　山形　一男（能満）
中田　輝雄（新堀）　　　　木戸　幸生（君塚）　　　　白鳥　忠雄（西国吉）　　　渡部　寛明（辰巳台）
新倉　延俊（飯沼）　　　　百花　　勝（辰巳台）　　　浦本　芳弘（五井）　　　　小倉　　昇（米沢）
品田　和夫（ちはら台）　　生田　馨一（野毛）　　　　吉原　亦男（能満）
� 皆さんおめでとうございます‼

総会の状況総会の状況

表彰状授与表彰状授与

総会の状況総会の状況

会長を囲んで授彰者の皆さん会長を囲んで授彰者の皆さん

総会の状況総会の状況

来賓の皆さん来賓の皆さん

（編集・発行）
公益社団法人　市原市シルバー人材センター

広報委員会



市長挨拶� 市原市長　小出　譲治

皆様、こんにちは。市長の小出です。
令和８年度市原市シルバー人材セン

ター定時総会の開催にあたりまして、
ご挨拶を申し上げます。

山田会長をはじめ、市原市シルバー
人材センターの皆様におかれましては、
日頃より市政の推進に格別のご理解と

ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
昭和５７年の設立以来、高齢者の皆様への就業機会の提供に

加え、ボランティア活動にも積極的に取り組まれ、生涯現役社
会の実現や地域福祉の向上、さらには地域の活性化に多大なる
ご貢献をいただいておりますことに、心より敬意と感謝を申し
上げます。

本市では、この４月から、新たな総合計画がスタートいたし
ました。この計画は、市民の皆様との対話を重ねながら策定し
た、今後１０年間のまちづくりの羅針盤であるとともに、市民
の皆様との大切な約束であります。

対話を通じて私が強く感じておりますのは、人々にとっての
幸せの原点は、健康に安心して暮らし続けられる環境と、人と
人・地域とのつながりにあるということです。

これからの市原が持続的に発展していくためには、地域への
思いを持ち、自ら行動されている皆様おひとりお一人の力が不
可欠であります。

「働くことを通じて健康を維持したい」「地域の役に立ちたい」
といった思いが広がることにより、誰もが自分らしく、いきい
きと活躍できる、ウェルビーイングの高いまちの実現につなが
るものと確信しております。

人生１００年時代と言われる今、シルバー人材センターの皆
様の果たされる役割は、これまで以上に重要性を増していると
考えております。

今後とも「自主・自立、共働・共助」の理念のもと、高齢者
の社会参加と生きがいの増進に向けて、より一層のお力添えを
賜りますようお願い申し上げます。

結びに、本日の定時総会の開催にご尽力いただきました関係
者の皆様に深く感謝申し上げますとともに、ご出席の皆様の今
後ますますのご健勝とご多幸を心より祈念申し上げ、私の挨拶
といたします。

会長挨拶� 会長　山田　保

令和８年度定時総会の開催に当たり、
一言ご挨拶を申し上げます。

今年の桜も終わり花の季節からそう
めんの美味しい陽気になってきました。

これから姉崎西瓜・イチジク・梨と
美味しい果物が出てきますので楽しみ
です。

会員の皆様には、平素より当センターの事業運営にご理解ご
協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

また、只今司会者から紹介していただきましたが、公務が大
変お忙しい中、小出市長様、保健福祉部から梅津部長様、高齢
者支援課から中根課長様、高齢者福祉係から豊田係長様にご臨
席いただきました。

常日頃から、当センターへのご理解とご支援を頂き、深く感
謝申し上げます。

令和７年度は、インボイス制度に続きフリーランス新法、大
型店舗の業務見直し等ありまして、シルバー人材センターの運
営は、全国的にも大変厳しいものがありました。

皆様の中にもカート整理などで働いていた方は、大変だった
と思います。

他のセンターでは、「環境の変化に対する対応が追いつかず
大変だ」という話も聞いています。

しかしながら、当センターにおきましては市原市をはじめと

する行政機関、企業、そして市民の皆様からご支援をいただき、
また事務局、会員の皆様のご尽力により、比較的順調な事業展
開を図ることができたと思います。

ここで、中期計画について話したいと思います。
当センターでは、「生涯現役社会に貢献する魅力あるシルバー

人材センター」を目指し、令和３年度から７年度までの中期計
画を策定して、地元自治体や各諸団体の皆様と連携しながら計
画の実現に取組んでまいりました。

その間、就業環境の変化や気候変動に伴う猛暑、会員数の伸
び悩み、事故の発生等様々な課題はありましたが、皆様のおか
げをもちまして、地域の皆様から高い評価を頂く事ができまし
た。　

また、令和８年度から前中期計画を踏襲した新たな中期計画
に基づき、センターを取り巻く環境の変化などに合わせて、新
たな課題に取り組んでまいります。

会員の皆様にお配りした中期計画の中には、すでに仕事の中
で実施していることもありますし、これから目的達成のために
皆様にやって頂ける事も色々とあると思いまので、ご協力をお
願い致します。

今後も皆様のご理解とご協力を頂き、会員･職員が一丸となっ
て事業を推進してまいりますので、宜しくお願い致します。

終わりになりますが、皆様の「ご健勝とご多幸」を祈念いた
しまして、開会の挨拶といたします。

本日は、よろしくお願いいたします。
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新理事・監事紹介

左側から 
梅津理事、中島監事
よろしくお願いいたします‼

決意・要望書の概要は、「シルバー人材センターは、「自主・自立、共働・
共助」の理念のもと、高齢者に地域の日常生活に密着した就業機会を提
供することで、地域社会の発展と就業意欲のある高齢者の活躍の場とし
ての役割を果たしていく決意である。事業の推進のために必要な補助金
の確保及び公共からの事業発注の確保、新たな契約方法への対応など、
シルバー人材センタ－の安定的な運営が可能となるよう、各支援につい
て強く要望する。」というものです。

令和８年７月３０日 ( 木 )、山田会長、今井副会長、早川事務局長、
松田主査が市原市役所を訪問し、小出市長に「地域社会に貢献するシル
バー人材センターの新たな決意と支援の要望書」を提出しました。

この決意・要望書は、令和８年度 ( 公社 ) 全国シルバー人材センター
事業協会定時総会で採択されたもので、都道府県、市区町村にシルバー
人材センターの決意を伝えると供に支援をお願いするものです。

※改正公益法人法が令和 7 年 4 月 1 日から施行され、 
外部理事及び外部監事の設置が義務付けられました。 
外部理事として市の保健福祉部⻑、外部監事として会計管理者に
就任していただいています。

退任役員紹介
令和 8 年度定時総会で、役員の改選により、次の方々が退任

されました。  渡部理事、佐久間理事、遠山監事 
センター事業の発展 ･ 強化にご尽力を頂き、ありがとうござ

いました。
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市長へシルバー人材センターへの支援をお願いしました市長へシルバー人材センターへの支援をお願いしました‼‼

令和 8 年 6 月　定時総会令和 8 年 6 月　定時総会

環境整備ボランティアを実施しました環境整備ボランティアを実施しました
令和８年３月２７日 ( 金 ) に市原市海上小学校の環境整備ボラ

ンティア事業を実施しました。
今井世話人を中心に除草班の会員１４名が安全への指差呼称か

らスタートし、役割分担をして校舎周りの雑草の草刈りを行いま
した。

入学式を控えた春休みに作業を実施することができ、市原市教
育委員会の渡辺部長、市役所高齢者支援課の小籏課長、小島教頭
から、感謝の言葉をいただきました。

参加していただいた会員の皆さん、大変お疲れさまでした。

令和８年度 理事・監事のご紹介
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フレイル予防とシルバー人材センターフレイル予防とシルバー人材センター
～センターでの就業がフレイルの抑制に効果あり ! ～～センターでの就業がフレイルの抑制に効果あり ! ～

　公益社団法人全国シルバー人材センター事業協会では、シルバー人材センターでの就業が健康や介護予防にどのような効果を
もたらすかを調べるため、公益財団法人ダイヤ高齢社会研究財団に依頼し、令和3年度から4年間にわたり「シルバー人材センター
会員等の介護予防効果に関する調査研究」を実施しました。
　この調査では、地域の高齢者とセンター会員を対象に2年間追跡調査を行った結果、センター会員はフレイル（年を重ねるこ
とで心や体が少しずつ弱ってきた状態）になるリスクが地域の高齢者に比べて34％低いことが明らかになりました。つまり、セ
ンターで働くことが健康の維持や元気な生活につながることが科学的に確認されたのです。
　シルバー人材センターの仕事を通じたコミュニティーへの参加は孤独感やうつのリスクを軽減し、頭を使いながら適度な運動
を行う仕事であれば、認知症予防など「精神的・心理面」にも有効に働くと考えられます。
詳細は、パンフレットをご覧ください。



草花班の紹介

今回は草花班を紹介します。
JR 内房線八幡宿駅と五井駅の東西ロータリーにある

花壇の管理を当シルバー人材センターが、草花植栽管理
業務として市原市公園緑地課と区画整理事務所八幡事業
所から委託を受け、作業をしています。

従事しているのは草花班に所属する男女3名ずつ、6
名の会員です。

作業は年間のスケジュールにより、地拵え・施肥・植
付・除草などがあり、春と秋に花の植替えをしています。
植える花は、駅の利用者や通行者の目を楽しませるため、
花期の長いものが選ばれ、春はニチニチソウ、秋はパン
ジーが植えられます。

ロータリー４ヶ所に植えられる花の数は毎回、約5,000
株です。

植付作業の1週間前くらいに、あらかじめ固く締まっ
ている各花壇の土を耕し肥料をすき込む作業をしておき
ます。各花壇に植える花の数はおおむね決まっています
が、花壇の大きさがそれぞれ異なるため、区画ごとに株
をならべ前後左右の間隔や花の色合いなどを見ながら、
全体の配置を決めていきます。植え付けるときは株がき
れいに並ぶよう、線を引いたり時にはヒモを張ったりし
てできるだけまっすぐになるように注意をしながら作業
をしていきます。

植え付け後は、咲き終わった花の花がら摘みや草取り、
水やりなど次の植替時期まで定期的に見回りをしていき
ます。

リーダーの鈴木会員は「かわいい花に癒されています。
八幡宿駅西口は通路の中に花壇があり通行人からお礼の
言葉をいただいたり、保育園児から可愛い声援をかけて
もらうこともあり、とてもうれしくなります。」

5月から就業したばかりの片桐会員は「教えてもらう
ことが多いけど楽しくやっています。先日は若いお兄さ
んから冷たいペットボトルをいただきとても驚きまし
た。」、また、渡邉会員も「ロータリーはタクシーが停車
しており、時たまドライバーの方から差し入れをもらう
ことがある。」と言っていました。

林会員は「畑仕事などの土いじりが好きなので、草花
の手入れもやりがいがあります。」

加藤会員は「毎月の作業でみんなに会えるのを楽しみ
にしています。暑い時期は体調管理に気をつかっていま
す。」

安藤会員は「一株一株植えた花がきれいに咲くように
という気持ちで作業し
ています。見ていただ
く人たちに喜んでいた
だければと思っていま
す。」

会員の皆さんは、「植
付作業後きれいに植え
られた花々を見るとと
ても気持ちがよくなり
ます。」とおっしゃって
いました。
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編 集 後 記編 集 後 記
2026 年から気象庁の正式用語として酷暑日が位置づけられ、
気温が 40 度 C 以上になることも見られるようになりました。
また、台風等による局地的な集中豪雨も多く、屋外での就業
では、会員自身の就業するか否かの判断が必要になってきま
した。　気温差が激しいのも今年の夏の特徴です。寒暖差に
よる体調の崩れから、暑さによる熱中症となる方も多いそう
です。就業に際しては十分注意してください。

  広報委員会

８月分 ９月２５日 (金)
９月分 １０月２６日 (月)

１０月分 １１月２５日 (水)
１１月分 １２月２５日 (金)
１２月分 １月２５日 (月)

１月分 ２月２５日 (木)
２月分 ３月２５日 (木)
３月分 ４月２６日 (月)

令和8年度 令和7年度

会 員 数
（人）

男 429 426
女 118 116

合計 547 542
就業実人員（人） 413 438

就 業 率（%） 75.5 80.8

受注件数
（件）

公共 25 27
民間 1,292 1,219
派遣 24 26

契 約 金 額（千円） 130,733 120,190

９月２４日 (木)
※　１０月１６日 (金)

１０月２１日 (水)
※　１１月２０日 (金)

１１月２４日 (火)
※　１２月１７日 (木)

１２月２１日 (月)
１月２１日 (木)
２月２２日 (月)
３月２３日 (火)

　会員業務委託料（旧 配分金）支払日　 　事業実施状況報告（７月末現在）　

　会員入会説明会　

▼毎月の会員業務委託料明細書は、会員業務委託料支払
日前に 届くよう郵送していますのでご確認ください。

※就業実人員、就業率、契約金額は、派遣事業の実績を
　合算しています。

▼会員入会説明会は、姉崎のセンター会議室で行います。　
　午前９時３０分開始で約１時間程かかります。
　説明の後に入会申込手続き(約１時間)を行います。
　入会申込書に記入、就業面談を行います。
　【年会費4,000円が必要です。】
 （初年度のみ入会時期によって会費の額が変わります。)
▼説明会から手続きまで行いますと、午前中いっぱいかかり

ますので、時間に余裕を持って、お越しください。
▼※印はお出かけ入会説明会です。
　　10月16日(金) 南総公民館
　　11月20日(金) 三和コミュニティーセンター
　　12月17日(木) 八幡総合市民センター (やわたパレット)
　受付開始13時30分、14時から開始いたします。
　センターで行う入会説明会と同様の説明会ですので、お時

間に余裕を持ってお越しください。　　

デジタル化の推進について‼ ( 重要 )

継続の就業をしている会員の皆さんへ‼

会員の交流 自主活動に参加してみませんか‼

　令和8年度定時総会での会長の挨拶にもありましたが、セ
ンターでは経費削減、また、迅速な情報伝達のため業務のデ
ジタル化を進めてきました。
　Smile to Smile の登録者が5割超え、新規入会者において
は7割近くの方が登録をしています。
　全国的に、急速にデジタル化が進む中、当センターでは今
なお、デジタルと紙ベースという二重の方法で会員の皆さん
にお知らせをしているところです。
　このたび、Smile to Smile の活用をより一層推進し、令和
9年度からデジタル化に舵を切ることにしました。
　具体的には、会員業務委託料明細書 ( 旧 配分金明細書 ) を
Smileto Smile で送付し、会報はホームページに掲載する等、
紙媒体によるお知らせを廃止する予定です。
　Smile to Smile に登録し、アイコンをスマートフォンの画
面に出しておきますと、センターからの情報がタイムリーに
受け取ることが出来ます。複雑な操作をすることなく、情報
を受け取れますので、来年度に向けて Smile to Smile の登録
をお願いいたします。
　なお、携帯の種類 ( ガラケーやらくらくフォン ) によって
は、Smile to Smile が登録できない、視聴できない場合もあ
りますので、センターにご相談下さい。
　デジタル化に向けて皆さんのご協力をお願いいたします。

　同じ就業場所で継続して作業をされている会員の皆さんに
は、令和８年１０月からの契約について、会員業務内容 ( 旧
仕様書 ) 及び履行確認書を随時送付いたします。
　就業内容や就業時間等の確認をお願いいたします。  　　　　　　　　　　　
　なお、請負 ･ 委任 ( 派遣を除く ) の就業については、会員
業務委託料に交通費相当額が含まれています。
　ご不明な点や疑問等がありましたら、センターまでご連絡
ください。　

　会員の皆さんの社会参加や生きがいづくりに繋がる取組み
として、就業以外に会員同士の親睦や交流のための自主的な
活動を推奨しています。
　「刺し子」は10名を超える方が、第2, 第4木曜日を基本とし
て、定期的に活動しています。
　「社交ダンス体験会」は3月4日 ( 水 ) に開催した第一弾の好
評を受け、第二弾を8月19日 ( 水 ) に行いました。
　「社交ダンス体験会」も定期的な活動にできたらと思います
ので、ご希望の方はセンターまでご連絡下さい。


